
無 有
札幌市 ○ なし
旭川市 ○ 50%
函館市 ○ なし
苫小牧市 ○ 10%
帯広市 ○ 20%
釧路市 ○ なし

江別市 ○
改定率の限
度 30％

北見市 ○ 20%
小樽市 ○ なし
千歳市 ○ 50%
室蘭市 ○ なし

料金改定の際の上
限改定率の有無自治体名 上限改定率

道内各市の使用料の上限改定率

市
長
は
、
使
用
料
・
手
数
料

検
討
委
員
会
に
、
右
枠
に
あ
る

文
書
で
公
共
料
金
の
検
討
を
求

め
（
諮
問
）
ま
し
た
。

こ
の
文
面
を
見
る
限
り
、
市

財
政
の
大
変
さ
が
あ
る
か
ら
と

し
て
『
ゴ
ミ
手
数
料
５
割
値
上

げ
』
と
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。

『
公
共
施
設
の
経
費
増
』
も

実
態
だ
し
、
『
物
価
高
騰
に
よ

る
市
民
の
深
刻
さ
』
も
限
界
に

達
し
て
い
る
状
況
で
、
使
用
料

等
の
検
討
で
は
考
慮
し
て
当
然

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

か
ら
し
て
検
討
委
員
会
で
の
、

上
限
改
定
率
５
０
％
の
提
示
は
、

市
財
政
の
背
景
が
強
調
さ
れ
過

ぎ
た
結
果
見
え
ま
す
。

こ
の
背
景
が
な
け
れ
ば
、
も
っ

と
低
い
『
上
限
改
定
率
』
の
提

案
も
委
員
会
と
し
て
提
示
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
内
の
主
な
市
で
、
使
用
料

金
の
改
定
に
際
し
て
『
上
限
改

定
率
の
目
安
』
を
持
っ
て
い
る

市
の
状
況
が
、
検
討
委
員
会
の

資
料
と
し
て
、
右
の
表
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
５
０
％
は
完
全
な
少
数

派
で
す
。
上
限
改
定
率
、
現
状

で
も
こ
れ
は
３
０
％
以
下
が
常

道
と
い
え
ま
せ
ん
か
。
（
右
表

参
照
）
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「
春
に
は
・
・
」

桜
が
咲
い
た
と
大
騒
ぎ
！

確
か
に
、
綺
麗
な
の
は
、
道

の
両
側
に
咲
く
桜
並
木
の
間

を
通
る
時
に
思
う
。

私
も
大
好
き
で
す
が
、
さ

て
、
水
芭
蕉
の
群
生
地
の
網

走
の
湿
地
帯
も
素
敵
！
残
念

な
の
は
、
ゴ
ミ
や
枯
れ
た
ス

ス
キ
な
ど
も
一
緒
に
混
じ
っ

て
い
る
こ
と
！

水
芭
蕉
の
清
々
し
さ
が
埋

も
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
一

緒
に
行
く
Ｔ
さ
ん
は
、
『
綺

麗
が
台
無
し
に
な
る
』
と
、

毎
年
、
ゴ
ミ
を
拾
い
、
枝
を

片
付
け
・
・
・
で
も
、
一
人

や
二
人
で
少
々
の
時
間
片
づ

け
て
も
追
い
つ
か
な
い
。
百

人
く
ら
い
で
袋
を
持
っ
て
、

「
せ
ー
の
！
」
で
片
づ
け
た

ら
、
も
の
す
ご
い
こ
と
が
で

き
そ
う
だ
！
な
ん
で
も
そ
う

か
も
し
れ
な
い
、
と
思
う
。

小
さ
い
力
を
百
集
め
た
ら
、

大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
そ
う
！

「
自
分
ひ
と
り
く
ら
い
」
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
「
一
人
」
が
と
っ
て
も

大
事
で
次
の
誰
か
に
話
す
こ

と
。
大
切
な
の
は
、
そ
こ
で
、

止
め
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

★農業の状況も解りやすい話し。日本がアメリ

カのいいなりであることで、国民に大きなしわ

寄せを受けている。本当の怖さを知る国民が少

なく、危険な食料を安いという理由で買ってい

る人がたくさんいる。鈴木先生ががんばってい

る。私も周りの身近な人に、聞いた内容を伝え

ていこうと思います。（北見民商 A）

◆農業の関係者ではないが、食の問題は生きて

行く上で、全人類の問題なので、無関心ではい

られない。高齢で農業は始められないが、小さ

な家庭菜園ならできるので、トマト１個でも採

れたらなと思います。（田畑町 I）

▼開催ありがとうございます。オホーツクでは

まだ危機感がない。支持政党や考え方は違って

も、ご飯は同じく食べる。視野を大きくとらえ

たい。（小清水 W)

実行委員会は、「農業者だけではなく、消費

者も共感してくれた講演会だった。食と農を

守る運動がいよいよ求められていて、消費者

と生産者が連帯した運動をおこしていかなけ

れば」と、若い世代を巻き込んで、継続して

いく方向性を確認しました。

使用料・手数料を大きく引き上げるとした、使用
料等検討委員会の答申を受け、市は現在の使用
料金の大幅値上げを市議会に提案しました。
これらの審議が、今月２５日から始まりますが、

市の財政が大変になったから、公共施設の料金
も上げなければとする考え方も聞こえてきますが、
それでは使えない施設と言うことになっていく
のではないでしょうか？

検討委員会 委員長 様

北見市長 辻 直孝

使用料等のあり方について

（諮問）

（前略）

当市の使用料、手数料は、

定期的に見直しを検討して

きた。（中略）

令和7年10月に向けた、次

期見直し検討時期を迎える

にあたり、専門的な知見を有

する方々のご意見を聞いた

うえで、公平な授益負担の観

点から使用料・手数料の適

正化を図りたいと考えており、

その指針をお示し願いたい。

４月１３日開催の「食と農のつどい」での、

鈴木宣弘教授の講演。２８０人が聞き入りま

した。日本の食料は輸入に頼られない、しか

し、自国の農業政策は農家を守られず、後継

者不足の中、離農する農家も続出している。

今後食料の自給率を上げられるのか？

５０余りの感想文。寄せられた声を紹介！

17:00～準備開始
17:30～集 会
18:00～デモ行進
19:00～終了予定




